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《 北米産大豆 》 

１６／１７年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が１月１２日発表した、１５／１６年度の世界大豆生産・需給予測によれば、米

国の減産を反映し、生産量は前回比０.２％減の３億３，７８５万トンとなりました。 

期初在庫の減少、需要量の増加により、期末在庫は前回比０.５％減の８，２３２万トンと

下方修正となっています。 

  

また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、作付・収穫面積が前回から減少し

たことに加え、単収が低下したことから生産量は前回比１．５％減となりました。 

需要量は前回並みでしたが、上記の理由により在庫率が前回比１.５％減の１０.２％に下落

しています。 

 

１６/１７年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億３，７８５万ｔ （対前年比     ７.８％増） 

消 費 量 ３億３，０３４万ｔ （対前年比     ４.７％増） 

期末在庫量 ８，２３２万ｔ   （対前年比     ６.６％増） 

期末在庫率 ２４.９％      （対前年度差 ０.５ポイント増） 

１６/１７年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,７２１万ｔ （対前年比     ９.７％増） 

消 費 量 ５，６０２万ｔ   （対前年比     ２.５％増） 

輸 出 量 ５，５７９万ｔ   （対前年比     ５.９％減） 

期末在庫量 １，１４４万ｔ   （対前年比   １１３.８％増） 

期末在庫率 １０.２％     （対前年度差 ５.２ポイント増） 

 

 

〇15年産 南米産大豆情報 

 アメリカ農務省の週間天気と作物調査によれば、ブラジルでは年明けに南部の農業地帯で降

雨に恵まれ、大豆の生育に好ましい状態になっています。しかし北部や内陸部では季節外れの

暑さと乾燥天候に見舞われ、３週続けて大豆の生育に望ましくない暑く乾燥した天候となって

おり、少しでも早い降雨が待ち望まれています。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２８年産国産大豆入札情報 

 平成２８年産国産大豆で初めてとなる１２月の入札結果が、日本特産農産物協会より発表さ

れました。 

それによると、上場数量５，００９トンで、落札数量が２，０２０トン、落札率は４０％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／８，８０８円となり、２７年産の入札終

盤と比較すると、６０ｋｇ／１，０００円近く下落しました。 

 普通大豆の銘柄別では、北海道とよまさり８，９１２円、岩手リュウホウ９，５２０円、 

宮城タンレイ８，５６０円、ミヤギシロメ９，２１０円となりました。 

 １２月の段階では旧穀が十分残っていたことも考えられ、落札率が低かったですが、北海道

や宮城県の人気銘柄では落札率は高く産地や品種によって差が見受けられました。加えて今後

九州産が上場されますが、一部では昨年並みの高値を付けるとの見方もある一方で、粒が小さ

く品質が良くないとの話もあり、高値を嫌って東北産を手当する動きも考えられるため、１月

の入札に注目が集まっています。 

 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １６年 １２月   ５，００９ｔ    ２，０２０ｔ     ４０％  

                                                 

    合 計    ５，００９ｔ    ２，０２０ｔ     ４０％ 

 

 

〇国産大豆播種前入札取引の問題点とは 

 農水省は国産大豆の安定取引に向けて、新たに播種前入札取引を３０年産大豆から本格導入

する予定です。生産見込み数量が１，７００ｔ以上の産地・品種銘柄が原則上場可能で、上場

数量は生産見込み数量の１１％程度になる見込み、入札単位は１口９．９ｔを見込んでいます。 

 なお問屋が入札する場合は、入札時に実需者を明記する必要があり、思惑買いはできません。 

このことが問屋外しとの指摘や、かえって価格高騰を招く恐れがあると懸念する声もあがって

います。 

 具体的な問題点としては入札数量が多く、播種前入札後の天候不順などで不作となった場合、

通常入札や契約栽培などにも影響し、今まで以上に価格高騰を招く事態になりかねないこと。

また入札単位は９．９ｔとなっているので、大手メーカー以外は簡単に入札に参加できなくな

るという事態が懸念されています。（小規模メーカーをとりまとめた入札は認められていない

ため） 

 


